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生き物を観察すること
農 業 大 学 生 に よ る リ レ ー 寄 稿 文

　私は、昔から生き物を観察することが好きだったので、
直に生き物を扱うことができそうな農学部に進学する
ことにしました。学部２年になり、専門科目を履修し始
めると、農学の楽しさが少しずつわかってくるようになっ
てきました。そして、最も面白そうだと感じた土壌肥
料学研究室に進むことを決心しました。
　研究室では、学部の研究テーマとして、ミミズが植
物の生育と養分吸収におよぼす影響を調査することに
しました。テーマが決まった当初は「楽しそうだ」という
イメージしか無かったのですが、実際に研究を始めると、
大変なことや、思い通りにいかないことばかりでした。
実験で使用するミミズは、すべて同じ種類である必要
があるので、農場や農学部構内の草むらで手当たり次
第にミミズを集め、農業環境変動研究センターの専門
家に実験で使えるミミズを選んでいただきました。１
日で200匹近くミミズを採取したこともあります。供
試作物のコマツナの苗や、ミミズのエサとするクローバー
の栽培では、当初は失敗を繰り返し、農作物生産の難
しさを実感しました。実験を開始してからも、毎日数
回ポットを観察しに行き、虫食いを発見したら、犯人
をすぐに探し出して排除するということや、死んでいる
ミミズがいないかどうかを確認することを心がけました。
そして、毎日観察し問題が起きたらすぐに解決すると
いうことを繰り返していくうちに、少しずつ変化する作
物を観察することの面白さや「ここまで大きく育ててき
たのだな」という達成感が得られるようになってきました。
生育調査のなかで、ミミズが存在する土壌で栽培した
コマツナの窒素吸収index（草丈×葉数×SPAD値）が
高くなる傾向がみられるようになり、実験を通じてミ
ミズの力を実感できたことに感動しました。実験終了後、
ミミズは養分分析のために乾燥させてしまうので、コ
マツナを栽培した土壌からミミズを掘り出した際に「今
までご苦労様でした。いいデータが取れました。あり
がとう」と言って乾燥器のなかへ手厚く葬りました。
　さらに、大学院に進学してからは、特に農学部附属
農場で力を入れている有機栽培の水田に生息する水生
生物を採取し、種類、個体数、重量を測定するという

調査を行いました。こちらも当初は「楽しそうだ」という
イメージが強かったのですが、実験を進めていくと、
かなり体力的にきつい作業であることがわかってきま
した。真夏の暑いときは、家を出てから農場へ行き、
大学に戻るまでに３Ｌ以上の水分を補給しながら、汗
だくで作業を進めました。最初はきつかったのですが、
慣れてきたら「この水田にはこの生物が多い」というこ
とや「時間の経過とともに、生物の体が大きくなってくる」
といった、個々の生物の傾向が何となくわかり始め、
次第に面白くなってきました。水田の畦道を歩いてい
ると、稲を食べる害虫として知られるジャンボタニシが、
水田のなかに生えている雑草を摂食しているところを
発見し、少しは役に立つ側面もあるのだなと思ったこ
とがあります。また、緑肥が施用された有機物が多い
水田よりも、周辺に草地の畦道が存在する水田のほうが、
オタマジャクシが多く生息するとい
うこともわかってきました。こ
のように、実際に圃場を歩いて
発見できることが多くあり、楽
しかったです。
　学部から大学院を通じて、土
壌が専門の研究室では、ミミズ
を集めて実験に使ったり、水生
生物を採取して種類や個体数を記録したりするという
作業を延々と繰り返してきました。周りの学生からは「変
わった奴だと」思われることも多々あったと思いますが、
私自身は自分にピッタリの実験ができていると思い、と
ても楽しく活動することができました。
　研究室での経験を通じて、生き物を相手に仕事をす
ることは、非常に大変であるということが少しでも理
解できたと感じています。しかし、あきらめずに地道
に観察を続けていくと、大きな達成感や感動を届けて
くれるものだと感じました。私は大学院修了後は地元
の静岡で農業系の企業に就職しますが、大学で学んだ、
地道に努力をするということを忘れず、達成感や感動
をもらえると信じ、最後まであきらめずに頑張ってい
きたいと思います。

試験終了後のミミズ
（ありがとうございました！）
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　アスパラガスに石灰窒素を施用して成果を上げている
名寄市智恵文の小泉さんの事例を紹介します。小泉さん
は、経営面積18haの畑作野菜農家で、露地アスパラガス
（1.5ha）のほか、小麦、大豆、タマネギ、カボチャ、ユ
リネを栽培されています。
　アスパラガスに石灰窒素を使い始めたのは平成９年か
らです。当初の目的は省力化で、春先に肥料と消石灰を
２回に分けて実施していた散布作業を１回に減らすこと
でした。方法は簡単で、茎葉処理後（４
月下旬）にブロードキャスターで石灰窒
素（100㎏/10ａ）を散布した後、ロータリ
ーをかけるだけです。アスパラガスの萌
芽は５月中旬以降なので、危惧される石
灰窒素による障害はみられないとのこと。
　石灰窒素の施用は、省力化以外にも雑
草の軽減という効用がありました。春先
の一年生雑草はかなり抑えられているそ
うです。６月以降にはアカザやタンポポ
などが発生しますが、収穫終了後にロー

タリーですき込めば問題なしとのこと。また、やっかい
なスギナにも効果的で、周りの圃場に比べてその発生量
が少ない状況は見た目にも明らかです。
　また、小泉さんのアスパラガスはここ数年、増収傾向
にあり、今年の収量は600㎏/10ａでＪＡ平均の２倍近
く穫れたとのことです。収穫後に追肥を行わないため、石
灰窒素由来の窒素が緩効的に作用していることが、多収
要因のひとつとして考えられます。アスパラガスの生長

に合わせてじっくり吸収され、養成
茎がしっかり育ち、翌春、若茎が勢
いよく萌芽するのに十分なだけの栄
養分が貯蔵根に蓄えられているので
はないでしょうか。
　“省力化と雑草軽減”というメリッ
トのほかに“増収”にも寄与してい
るとなれば、石灰窒素の優れた特性
を活用した事例といえます。今後と
も石灰窒素を末永く使っていただき
たいです。　（取材：デンカ㈱　江川）

アスパラガスに石灰窒素で省力化と雑草軽減！
北海道名寄市　小泉さん

私はこんな風に使っています！ 石灰窒素

農家の石灰窒素使用体験記

　石灰窒素は誕生して百有余年、永年にわたり沢山の方々に
ご愛顧いただいておりますが、時が移り行くなかで石灰窒素の
効能や効果的な使い方が忘れられてきているように思われま
す。そのなかで読者の皆さまから「石灰窒素の使用事例を知り
たい」などのご意見が多数寄せられました。
　弊会では、多くの使用事例を紹介するため、会員各社から取
材の協力を得ながら最近の使用事例を紹介することで要望に
応えたいと考え、本コーナーを設けました。どうか一読いただき、
石灰窒素の多機能ぶりをご理解いただければ幸いです。
末筆になりましたが、寄稿いただきました皆さまに心から感謝申
し上げます。 （日本石灰窒素工業会）

アスパラガスに石灰窒素を施用している小泉さん


